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アブストラクト 

2011 年 3 月 11 日、宮城県沖を震源としたマグニチュード 9 の巨大地震および津波が発生

した。東北地方太平洋沖地震と気象庁により命名され、我が国での歴史上最大の規模であ

り、沿岸各地で壊滅的な被害を受けた。今回の大震災を人的・物的被害の面から考えると、

津波による被害が圧倒的に広大かつ甚大であった。本講演では、現在までの調査で判明さ

れつつある津波被害の実態と多くの教訓を紹介したい。また、各地域での以前の津波規模

や被害の評価、当時の気象庁による津波警報と避難の状況などを説明する。これらの基礎

である想定津波被害の手法や数値シミュレーション方法などを紹介しながら、次世代スパ

コンなどを利用し、今後の津波減災への取組への課題や展望を議論したい。 
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